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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年5月23日(2013.5.23)

【公開番号】特開2011-236108(P2011-236108A)
【公開日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-047
【出願番号】特願2010-138203(P2010-138203)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  26/06     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  14/06     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ 111/72     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  26/06    　　　　
   Ｃ０４Ｂ  14/06    　　　Ｚ
   Ｃ０４Ｂ 111:72    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月4日(2013.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
［参考例１～６］
　表－２のような配合でVOC測定を２５℃条件下で実施した。
　更に、２５℃、５℃条件下で表－２のような硬化促進剤、硬化剤配合でゲル化時間およ
び発泡の有無を確認した。
　硬化物の引張物性は２５℃、５℃条件下で表－２のような硬化促進剤、硬化剤配合で樹
脂注型板を作成し、一昼夜放置。その後、８０℃×６時間の後硬化をかけ、物性測定に供
した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
［参考例７］
　参考例４の樹脂組成物について、コバルト／ＭＥＫＰＯ硬化系に代えて硬化させた以外
は、参考例１～４と同様にＶＯＣ測定、ゲル化時間測定、発泡の有無を確認し、硬化物の
引張物性を測定した。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
［参考例８～１２］
　表－２、－３のような配合でＶＯＣ測定を２５℃条件下で実施した。
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　更に、２５℃、５℃条件下で表－２、－３のような硬化促進剤、硬化剤配合でゲル化時
間および発泡の有無を確認した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
【表２】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　参考例７は、メチルエチルケトンパーオキサイド（ＭＥＫＰＯ）を使用したために硬化
物に気泡が生じ、５℃でのゲル化時間も遅くなることがわかる。参考例８は、５℃でのゲ
ル時間も遅く硬化が悪いことがわかる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
【表３】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
実施例１～４、比較例１～４
　表－４、－５に示す配合で樹脂モルタルを作成し、そのゲル化時間と樹脂モルタル表面
の残存泡を調べた。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】



(4) JP 2011-236108 A5 2013.5.23

【表４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】

【表５】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
「樹脂モルタル表面の残存泡の確認方法」
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（１）樹脂、骨材として６号珪砂および硬化促進剤を表－４、表－５のように配合し、実
施例１、２と比較例１，２については２５℃条件下で、実施例３，４と比較例３，４は５
℃条件下で２００ｃｃカップに準備する。
（２）次に硬化剤４０％ＢＰＯまたは５５％ＭＥＫＰＯを各温度で配合し、３０秒手混ぜ
混合する。
（３）混合終了後、直ちに１００ｃｃカップに８０ｃｃの樹脂モルタルを注ぎ各温度で整
地する。
（４）樹脂モルタルが硬化したあとの表面の残存泡を目視判定する。
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